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軍用地を生活と生産の場に！

　
那
覇
市
長
選
挙
の
投
票
日
（
一
一
月
一
二
日
）
が
近
づ
い
て

き
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
市
長
選
挙
に
あ
た
り
、保
守
陣
営
は
こ
れ
ま
で
那
覇

革
新
市
政
を
支
持
し
て
き

た
公
明
党
の
支
持
を
と
り

つ
け
、
二
年
前
の
知
事
選

挙
の
よ
う
に
、
政
府
中
央

や
県
内
の
経
済
団
体
も
総

動
員
し
、
こ
れ
ま
で
の
最

大
の
体
制
で
那
覇
革
新
市

政
の
打
倒
に
向
け
て
活
発

な
選
挙
活
動
を
す
す
め
て

い
ま
す
（
ち
な
み
に
、
保
守

陣
営
は
九
二
年
、
九
六
年

と
候
補
者
を
擁
立
し
き
れ

ま
せ
ん
で
し
た
）。

　
危
機
感
を
持
っ
た
在
京

の
沖
縄
出
身
者
は
、
い
ち

早
く
那
覇
市
長
選
・
堀
川

美
智
子
市
政
を
め
ざ
す
会

を
結
成
し
、
支
援
カ
ン
パ

活
動
に
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
が
、
目
標
額
に
は
な

か
な
か
到
達
し
き
れ
ず
、

県
出
身
者
の
選
挙
支
援
活

動
に
も
そ
ろ
そ
ろ
か
げ
り

が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
前
回
の
通
信
で
会
員
・
読
者
の
み
な
さ
ん
に

支
援
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
選
挙
支
援
カ
ン
パ
に
し
て
は
結
構
い
い
反
応
で
、運
営
委
員

も
喜
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
の
選
挙
の
持
つ
重
要
性
か
ら
し

て
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な
金
額
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
那
覇
市
も
反
戦
地
主
で
す
。一
坪
反
戦
地
主
会
の
結
成
の
目

的
は
反
戦
地
主
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。八
三
年
に

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
結

成
し
た
頃
に
「
何
も

活
動
を
し
な
く
て
も

一
坪
反
戦
地
主
で
い

る
こ
と
が
反
戦
地
主

を
支
え
、
政
府
に
圧

力
を
か
け
る
こ
と
に

な
る
」
と
よ
く
言
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は

そ
ん
な
悠
長
な
こ
と

を
言
っ
て
い
る
と
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
政
府
が
総
力

を
あ
げ
て
那
覇
市
政

を
打
倒
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
、本
土

で
私
た
ち
の
で
き
る

こ
と
は
唯
一
支
援
カ

ン
パ
だ
け
で
す
。

　
九
五
年
九
月
以
降

の
本
土
に
お
け
る
沖

縄
支
援
の
運
動
を
ふ

り
返
り
、
沖
縄
の
闘

い
へ
の
変
わ
ら
ぬ
連

帯
の
思
い
を
支
援
カ
ン
パ
に
託
し
、現
地
を
大
き
く
激
励
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
カ
ン
パ
を
送
っ
て
な
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、
す

で
に
送
っ
た
人
も
再
度
の
支
援
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
木
村
）

「命こそ宝」2001年カレンダー（16頁参照）
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【
学
習
会
】　

　
改
悪
特
措
法
の
も
と
で
ど
う
闘
う
か

　
　
一
○
月
一
四
日

　
　
　
　
　
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
楚
辺
通
信
所
（
通
称
・
象
の
オ
リ
、
読
谷
村
　
知
花
昌

一
さ
ん
所
有
）
と
牧
港
補
給
地
区
（
浦
添
市
、
古
波
蔵
豊

さ
ん
所
有
）
の
一
部
に
つ
い
て
、
今
年
四
月
に
施
行
さ
れ

た
再
改
悪
特
措
法
に
基
づ
く
強
制
使
用
手
続
き
が
進
ん
で

い
る
（
資
料
１
）。
県
や
市
町
村
の
関
与
が
排
除
さ
れ
た
た

た
め
、
今
年
中
に
も
公
開
審
理
が
開
か
れ
る
可
能
性
が
出

て
き
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
公
開
審
理
闘
争
を
含
む
今
後
の

闘
い
を
ど
う
切
り
開
い
て
い
く
か
を
学
ぶ
た
め
、
沖
縄
か

ら
講
師
を
招
い
て
学
習
会
を
行
っ
た
。
出
席
者
は
会
場
が

ほ
ぼ
埋
ま
る
約
五
○
人
。
講
師
の
安
里
秀
雄
さ
ん
（
違
憲

共
闘
会
議
事
務
局
長
・
反
戦
地
主
会
事
務
局
次
長
）
に
は
、

再
改
悪
さ
れ
た
米
軍
用
地
特
措
法
の
解
説
、
強
制
使
用
手

続
き
の
進
行
状
況
、
今
後
の
展
望
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

内
容
で
お
話
い
た
だ
い
た
。
学
習
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
会
員
・
読
者
の
た
め
に
講
演
内
容
を
掲
載
す
る
。
約
一

時
間
の
講
演
を
編
集
部
の
責
任
で
ま
と
め
た
。

　
質
疑
応
答
の
あ
と
、
一
五
日
の
「
新
・
名
護
サ
ポ
ー
タ

結
成
集
会
」
出
席
の
た
め
に
上
京
さ
れ
た
安
次
富
浩
さ

ん
・
新
崎
盛
暉
さ
ん
は
現
地
沖
縄
の
状
況
を
伝
え
て
い
た

だ
い
た
。

　
安
次
富
さ
ん
は
、
リ
コ
ー
ル
断
念
で
一
時
的
な
停
滞
感

の
あ
っ
た
ヘ
リ
基
地
反
対
協
が
、九
月
二
九
日
の
総
会
で
、

「
名
護
市
民
投
票
を
尊
重
し
、基
地
の
受
け
入
れ
表
明
撤
回

と
新
基
地
建
設
を
目
的
に
し
た
代
替
施
設
協
議
会
の
解
散

を
要
求
す
る
決
議
」
を
行

い
、
県
や
名
護
市
に
要
求

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
一
年

半
後
に
迫
っ
た
名
護
市
長

選
で
ヘ
リ
基
地
に
反
対
す

る
市
長
誕
生
へ
の
努
力
な

ど
を
含
む
活
動
方
針
を
決

め
て
新
体
制
で
再
出
発
し
た
こ
と
を
報
告
。沖
縄
の
米
軍

基
地
撤
去
に
は
、日
米
政
府
を
震
え
上
が
ら
せ
る
ほ
ど
の

強
烈
な
闘
い
を
沖
縄
か
ら
も
う
一
度
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
年
内
に
も
始
ま
る
可
能
性
の
あ
る
公
開
審
理
に
対
し

て
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
も
最
重
点
項
目
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

連
絡
す
る
予
定
で
す
が
、こ
の
件
に
関
し
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
表
紙
の
連
絡
先
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　
新
崎
さ
ん
講
演
要
旨

　
嘉
手
納
の
共
有
地
に
対
す
る
申
請
は
地
籍
不
明
地
と
し

て
却
下
さ
れ
た
が
、施
設
庁
は
建
設
大
臣
に
審
査
請
求
し

た
。
我
々
は
直
接
の
関
係
者
と
し
て
、
建
設
省
に
我
々
の

意
見
を
聴
取
さ
せ
、
現
在
も
審
理
は
続
行
し
て
い
る
。
建

設
大
臣
が
総
理
大
臣
の
認
定
を
覆
す
は
ず
は
な
い
の
で
、

却
下
裁
決
は
間
違
い
だ
と
差
し
戻
す
だ
ろ
う
。

　
特
措
法
の
再
改
悪
に
よ
っ
て
、県
収
用
委
員
会
が
行
う

公
開
審
理
以
外
は
、
地
方
の
関
与
が
全
て
排
除
さ
れ
た
。

し
か
も
、
収
用
委
員
会
が
却
下
し
て
も
、
総
理
大
臣
が
代

わ
っ
て
裁
決
す
る
。
こ
れ
は
、
私
有
財
産
制
度
を
軍
用
地

に
関
し
て
は
否
定
す
る
軍
用
地
最
優
先
政
策
で
あ
り
、ま

さ
に
有
事
立
法
だ
。

　
今
回
の
強
制
使
用
手
続
き
に
お
い
て
は
、
我
々
は
直
接

の
当
事
者
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
一
坪
反
戦
地
主
会
が
結

成
さ
れ
る
前
の
状
況
と
同
じ
。
し
か
も
、
大
衆
運
動
の

き
っ
か
け
に
も
な
り
う
る
県
・
市
町
村
の
関
与
が
一
つ
一

つ
潰
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
、
今
後
の

運
動
を
ど
う
組
み
立
て
て
い
く
か
、
反
戦
地
主
と
相
談
し

な
が
ら
、
現
実
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
対
抗
と
い
う
こ
と
で
立
ち
上
げ
た
平
和
市

民
連
絡
会
は
、
基
地
を
な
く
す
と
い
う
本
来
の
運
動
を
追

求
す
る
た
め
、
仕
切
直
し
、
第
二
期
の
出
発
を
し
た
。

　
七
月
の
嘉
手
納
基
地
包
囲

（
人
間
の
鎖
）
は
、
こ
れ
ま
で

の
基
地
包
囲
の
中
で
、
組
織

的
な
取
り
組
み
は
一
番
弱

か
っ
た
が
、
一
番
大
規
模

だ
っ
た
。
一
人
一
人
の
民
衆

の
危
機
感
が
基
地
包
囲
の
成

功
に
導
い
た
と
い
う
べ
き
で
、

組
織
的
運
動
は
あ
る
意
味
で

低
調
に
み
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
動
き
の
萌
芽

が
あ
る
。
こ
の
動
き
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
今
後
の
課
題

だ
。

　
安
里
さ
ん
の
講
演
や
、
安
次
富
さ
ん
の
話
に
も
あ
っ
た

が
、
ア
メ
リ
カ
内
部
で
沖
縄
の
基
地
見
直
し
論
が
出
て
き

た
。
し
か
し
、
朝
鮮
半
島
の
急
激
な
変
化
の
中
で
、
日
米

関
係
を
米
英
関
係
に
相
当
さ
せ
る
よ
う
な
、
相
互
協
力
の

強
化
の
中
で
、
沖
縄
の
基
地
を
検
討
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
流
動
化
し
て
い
る
状
況
を
つ
か
ん
で
、
気
を
引

き
締
め
て
運
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ま
と
め
は
編
集
部
）
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強制使用手続き（資料1）
1. 地主への意見照会書送付 .....................那覇防衛施設局長（2000年 4月 14日）
2. 強制使用認定申請 .................................那覇防衛施設局長（5月19日）

　 3. 強制使用認定 .........................................内閣総理大臣（6月27日）
　 4. 土地・物件調書の作成 .........................那覇防衛施設局長
5. 署名押印の代行 .....................................那覇防衛施設局職員（総理大臣の代行、8月16日）　

　 6. 強制使用裁決の申請 .............................那覇防衛施設局長（9月6日）
　 7. 裁決申請受理会議 .................................県収用委員会（9月25日）
8. 意見照会文書の送付 .............................県収用委員会（9月26日）
9. 裁決申請書の公告・縦覧 .....................那覇防衛施設局（10月 11日～25日）

　10. 公開審理
　11. 使用裁決（2001年 4月 1日　期限切れ）
　12. 補償金の支払い
　13. 権利の取得

　「
改
悪
特
措
法
の
も
と
で
ど
う
闘
う
か
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
結
論
か
ら
。
闘
い
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
法
律
の
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
か
ら
、
裁

判
の
内
容
は
変
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、
闘
い
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
を
ま
ず
押
さ
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
特
措
法
「
改
正
」
に
関
す
る
文
章
を
読
み
ま
す
と
、
九

七
年
四
月
一
七
日
「
改
正
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
四
月
一
七
日
は
「
改
正
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
月
一
七
日
は
国
会
を
通
過
し
た
日
。
施
行
日
で
は
な

い
。
資
料
３
（「
土
地
強
奪
の
経
過
」
４
頁
）
に
あ
る
よ
う

に
、「
改
正
」
日
（
施
行
日
）
は
九
七
年
四
月
二
三
日
で
す
。

地
方
分
権
整
備
法
も
同
じ
で
す
。
国
会
を
通
っ
た
の
は
九

九
年
七
月
七
日
、
施
行
日
は
二
○
○
○
年
四
月
一
日
。

　「
改
正
」
特
措
法
で
変
わ
っ
た
点
は
、
市
町
村
、
あ
る
い

は
県
知
事
の
関
与
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
。
今
ま
で
、

市
町
村
や
県
知
事
が
公
告
縦
覧
や
代
理
署
名
を
拒
否
で
き

た
の
が
、
拒
否
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
が
「
改
正
」
特

措
法
の
主
な
点
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
市
町
村
長
や
県
知

事
が
保
守
で
あ
れ
ば
関
係
な
い
。
太
田
知
事
が
拒
否
を
し

た
た
め
に
、
そ
れ
を
ど
う
に
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
特
措
法
を
「
改
正
」
し
た
わ
け
で
す
。
市

町
村
や
県
知
事
に
対
し
て
は
、
特

措
法
は
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
運
動
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
な

い
。

　
現
在
、「
改
正
」
特
措
法
の
も
と

で
強
制
使
用
手
続
き
の
一
〜
九

（
資
料
１
）
ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。

裁
決
申
請
書
の
公
告
・
縦
覧
が
十

月
一
一
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の
公
告
縦
覧
と
い
う
の

は
、九
五
年
の
太
田
知
事
が
拒
否
し
た
代
理
署
名
の
あ
と

の
手
続
き
で
す
。
こ
れ
が
な
く
な
っ
た
。
県
知
事
の
関
与

が
な
く
な
っ
て
、那
覇
防
衛
施
設
局
が
公
告
縦
覧
を
や
っ

て
し
ま
う
。

　
米
軍
用
地
特
措
法
が
い
つ
頃
で
き
た
か
と
い
う
と
、五

二
年
の
い
わ
ゆ
る
平
和
条
約
に
、
日
本
が
独
立
し
、
連
合

国
は
九
十
日
以
内
に
日
本
か
ら
撤
退
す
る
と
明
記
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
平
和
条
約
締
結
と
同
時
に
、
旧
安
保
条

約
を
締
結
し
ま
す
。連
合
国
が
日
本
か
ら
撤
退
す
る
と
同

時
に
、
安
保
条
約
六
条
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
駐
留
を

認
め
る
と
い
う
二
段
構
え
。安
保
条
約
を
実
施
す
る
た
め

に
、
行
政
協
定
（
現
在
の
地
位
協
定
）
が
作
ら
れ
る
。
こ

の
行
政
協
定
を
実
施
す
る
た
め
に
、こ
の
米
軍
用
地
特
措

法
が
制
定
さ
れ
、
基
地
の
提
供
義
務
が
で
き
た
。
本
土
で

も
特
措
法
の
適
用
に
よ
っ
て
土
地
の
強
制
使
用
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
本
土
で
の
適
用
は
六
ヶ
月
。
し
か
し
、
沖

縄
で
の
申
請
は
十
年
と
か
の
長
期
申
請
だ
っ
た
。

　
米
軍
用
地
特
措
法
の
手
続
き
は
ま
ず
地
主
へ
の
意
見
照

会
で
始
ま
る
。
第
四
条
で
、
地
主
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。防
衛
施
設
局
は
賃
貸

借
契
約
に
応
じ
な
い
地
主
に
対
し
て
、「
特
措
法
を
適
用

し
ま
す
が
、
ど
う
し
ま
す
か
、
意
見
は
あ
り
ま
す
か
」
と

い
う
照
会
文
書
を
発
送
し
ま
す
。
こ
れ
が
始
ま
り
。
米
軍

用
地
特
措
法
の
手
続
き
は
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
こ
と

な
っ
て
る
。意
見
照
会
も
土
地
収
用
法
に
基
づ
い
て
出
し

ま
す
が
、
違
い
が
あ
る
。
土
地
収
用
法
で
は
、
地
主
・
関

係
人
・
利
害
関
係
人
の
三
者
に
照
会
を
出
す
。
し
か
し
、

米
軍
用
地
特
措
法
は
土
地
収
用
法
を
ふ
ま
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
利
害
関
係
人
を
除
い
て
い
る
。
こ
こ
が
大

き
な
特
徴
で
す
。
な
ぜ
利
害
関
係
人
を
除
い
た
か
。
た
と

え
ば
、
沖
縄
市
全
体
、
あ
る
い
は
、
沖
縄
市
、
石
川
市
、

安
里
秀
雄
さ
ん
　
講
演
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嘉
手
納
町
、
北
谷
町
、
全
部
利
害
関
係
人
が
い
ま
す
か

ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
み
ん
な
に
意
見
を
聞
い
て
い

た
ら
大
変
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
米
軍
用
地
特
措
法
で

は
意
見
照
会
す
る
と
き
に
利
害
関
係
人
だ
け
は
抜
い

て
い
る
。
で
す
か
ら
、
地
主
と
関
係
人
（
地
主
が
銀
行

か
ら
融
資
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
銀
行
が
関
係

人
）
だ
け
で
す
。
地
主
へ
の
意
見
照
会
が
今
年
の
四
月

一
四
日
。
二
週
間
以
内
に
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い

と
。

　
そ
し
て
、
地
主
か
ら
意
見
が
出
た
ら
、
そ
の
意
見
を

添
付
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣

に
強
制
使
用
認
定
の
申
請
す

る
。
た
だ
し
、
地
主
の
意
見
は

添
付
し
ま
す
が
、
は
た
し
て
、

総
理
大
臣
が
地
主
の
意
見
ま

で
読
む
か
ど
う
か
。
お
そ
ら

く
読
み
は
し
な
い
。
そ
の
申

請
を
受
け
て
、
総
理
大
臣
は

強
制
使
用
認
定
を
す
る
。
こ

れ
が
六
月
二
七
日
。
強
制
使

用
認
定
に
対
し
て
不
服
が
あ

れ
ば
、
三
カ
月
以
内
に
裁
判

所
に
提
訴
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
も
し
、
提
訴
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
強
制
使
用
認

定
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
公
開
審
理

等
で
意
見
を
言
う
と
き
に
非
常
に
弱
い
。
だ
か
ら
、
意

見
書
を
出
し
て
、
そ
の
後
裁
判
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
使
用
認
定
が
出
た
ら
、
土
地
・
物
件
調
書
を
作
成
し

て
、
資
料
１
の
五
番
目
に
進
む
。
今
ま
で
は
、
防
衛
施

設
局
が
作
成
し
た
土
地
・
物
件
調
書
を
地
主
が
拒
否

し
た
場
合
に
は
関
係
市
町
村
に
あ
が
り
ま
し
た
。
今

回
の
場
合
な
ら
、
象
の
オ
リ
は
読
谷
村
、
牧
港
補
給
基

地
は
浦
添
市
に
あ
が
っ
た
わ
け
で
す
が
、
特
措
法
の
「
改

正
」
で
、
市
町
村
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
総
理
大

臣
の
代
行
と
し
て
、
施
設
局
の
職
員
が
署
名
押
印
を
し

た
。
こ
れ
が
八
月
一
六
日
。
九
七
年
に
「
改
正
」
さ
れ
た

特
措
法
の
一
三
条
に
よ
っ
て
、
総
理
大
臣
の
代
理
の
職
員

が
署
名
押
印
を
す
る
。
土
地
収
用
法
で
は
三
六
条
。
署
名

の
代
行
を
し
た
ら
、
次
に
施
設
局
は
、
も
う
書
類
が
整
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
県
収
用
委
員
会
に
裁
決
申
請
書
を
提

出
し
ま
す
。

　
問
題
な
の
は
楚
辺
通
信
所
、象
の
オ
リ
で
す
。前
回
、収

用
委
員
会
に
は
十
年
間
の
裁
決
申
請
を
し
ま
し
た
が
、
公

開
審
理
の
途
中
で
、
四
年
間
に
訂
正
す
る
と
国
側
は
言
っ

て
来
た
。
な
ぜ
、
四
年
か
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
合
意
に
、
二
○

○
一
年
三
月
三
一
日
に
返
還
す
る
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
月
三
一
日
ま
で
し
か
使
い
ま
せ
ん
と
い

う
こ
と
で
、
収
用
委
員
会
に
裁
決
申
請
の
訂
正
を
し
た
わ

け
で
す
。
国
は
自
ら
三
月
三
一
日
以
降
は
使
い
ま
せ
ん
と

言
い
な
が
ら
、
収
用
委
員
会
に
満
額
認
め
ら
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
返
還
し
な
い
で
、
ま
だ
強
制
使
用
す
る
と
今

回
申
請
し
た
。
行
政
の
怠
慢
で
す
。
し
か
も
、
あ
の
施
設

は
遊
休
化
し
て
い
る
。
民
間
の
人
た
ち
が
管
理
し
て
い
る

だ
け
で
、何
も
使
用
し
て
い
な
い
。本
当
に
必
要
な
の
か
。

　
収
用
委
員
会
の
当
山
会
長
は
「
米
軍
用
地
特
措
法
が
お

か
し
け
れ
ば
、
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
裁
決
を
出
す
」
と

言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
月
三
一
日
に
期
限
が
切
れ
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
と
も
言
う
。
そ
う
い
う

こ
と
で
、
九
月
二
五
日
に
裁
決
申
請
書
を
受
理
し
た
。
翌

日
、
収
用
委
員
会
は
地
主
に
対
し
て
意
見
照
会
文
書
を
送

付
し
ま
す
。
収
用
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
照
会
文

書
、
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
は
何
ら
か
の
返
事
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。「
土

地
は
貸
し
ま
せ
ん
」
と
か
書
い
た
も
の
を
出
さ
な
け
れ
ば

1. 認容の裁決（12施設）
1 取得権限の時期　1998年 9月 3日
2 明け渡しの時期　1998年 9月 3日
3 使用期限
1年 瀬名波通信所（1998年 9月 3日～1999年 9月 2日）
2年6月29日 楚辺通信所 （1998年 9月 3日～2001年 3月 31日）

　 4年 普天間飛行場（1998年 9月 3日～2002年 9月 2日）
那覇港湾施設（1998年 9月 3日～2002年 9月 2日）

5年 伊江島補助飛行場、キャンプ・ハンセン、嘉手納弾薬庫、トリイ通信所
嘉手納飛行場、キャンプ瑞慶覧、牧港補給地区、陸軍貯油施設

（1998年 9月 3日～2003年 9月 2日）
2. 却下の裁決 キャンプ・シールズ（1件1筆）、牧港補給施設（1件2筆）、

普天間飛行場（1件2筆）、嘉手納飛行場（2件8筆）　計4施設（5件13筆）
3. 損失の補償裁決 楚辺通信所

裁決の区分（資料2）
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土地強奪の経過（資料3）
I. 銃剣とブルドーザー
II. 公用地暫定使用法（1972年 5月 15日～1977年 5月 14日）　反戦地主　（4日間の空白）
III. 地籍明確化法（公用地法の延長　1977年 5月 15日～1982年 5月 14日）反戦地主
IV. 米軍用地収用特措法適用
　 1.　1回目　1982年 5月 15日～1987年 5月 14日　反戦地主　（一坪反戦地主会の誕生）
　 2.　2回目　1987年 5月 15日～1997年 5月 14日　反戦地主
　3.　3回目　1992年 5月 15日～1997年 5月 14日　契約拒否地主　（新たな反戦地主の誕生）

　 4.　4回目 内閣総理大臣強制使用認定　1995年 9月 5日
　　 裁決申請　 1996年 3月 29日
　 公開審理（第1回） 1997年 2月 21日
　 ＊1997年 4月 1日　楚辺通信所期限切れ（4月22日まで空白期間）
　 米軍用地収用特措法の「改正」　 1997年 4月 23日（1997年 4月 17日　国会通過）

第11回公開審理　 1998年 1月 29日
県収用委員会裁決　 1998年 5月 19日
　　引き渡し期限　 1998年 9月 3日

　 　　「改正」特措法の下で暫定使用（1997年 5月 15日～1998年 9月 2日）
地方分権整備法（「改正」特措法を含む）　2000年 4月 1日（1999年 7月 7日国会通過）

5.「改正」特措法のもとでの強制使用（5回目の適用）

い
け
な
い
。
公
開
審
理
は
、
自
分
の

出
し
た
意
見
書
の
補
充
と
い
う
形
で

自
分
の
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
収
用
委
員
会

の
意
見
照
会
に
対
し
て
意
見
書
を
出

し
て
い
な
い
人
は
、
公
開
審
理
の
場

で
意
見
陳
述
権
が
な
く
な
る
。
こ
う

い
う
経
過
で
、
現
在
、
那
覇
防
衛
施

設
局
の
公
告
縦
覧
が
始
ま
っ
て
い

る
。
　

　
こ
れ
か
ら
、
収
用
委
員
会
・
地
主
・

施
設
庁
の
三
者
会
議
を
開
い
て
、
公

開
審
理
の
日
程
を
話
し
合
う
。
今
回

は
、
こ
れ
ま
で
の
三
千
人
近
く
の
公

開
審
理
と
は
違
っ
て
二
人
だ
け
。
象

の
オ
リ
と
牧
港
補
給
基
地
の
一
筆
。

一
時
間
ず
つ
意
見
を
聞
い
て
、
二
人

で
二
時
間
で
終
わ
る
可
能
性
も
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
う
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
公
開
審

理
同
様
、
ま
ず
、
現
地
立
ち
会
い
申

請
を
す
る
。
意
見
を
述
べ
る
に
は
、

土
地
を
見
な
い
と
い
け
な
い
。
し
か

し
、
今
ま
で
は
、
収
用
委
員
会
の
中

で
却
下
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
米
軍
が

認
め
な
い
。
し
か
し
、
象
の
オ
リ
の

時
に
は
、
国
側
の
言
い
分
を
全
て
却

下
し
て
、
裁
判
所
が
中
に
は
い
る
べ

き
だ
と
認
め
ま
し
た
。
民
事
裁
判
で

の
関
連
事
項
を
、
最
近
、
弁
護
士
が

探
し
て
き
ま
し
た
。
米
軍
基
地
に
関

す
る
文
書
で
す
が
、「
日
本
国
の
民

事
裁
判
所
は
合
衆
国
軍
隊
の
使
用
す
る
区
域
ま
た
は
施
設

内
で
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
。
裁
判
所

の
決
定
さ
え
あ
れ
ば
、
米
軍
が
い
や
だ
と
言
っ
て
も
、
中

に
は
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
収
用
委
員
会
は

裁
判
所
と
は
同
じ
で
は
な
い
の
で
す
が
、
裁
判
の
中
で
は

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
検
証
し
な
い
と
裁
判
官
は
判

決
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
文
書
が
あ
る

も
の
で
す
か
ら
、
今
回
の
裁
判
で
我
々
は
、
検
証
の
要
求

を
出
し
て
あ
る
。
一
三
施
設
全
部
に
つ
い
て
、
北
は
伊
江

島
か
ら
、
南
は
那
覇
港
湾
施
設
ま
で
、
検
証
申
立
書
を
出

し
て
い
る
。
国
側
は
そ
う
い
う
必
要
は
な
い
と
言
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
先
週
の
火
曜
日
の
裁
判
に
、
こ
の
資
料
＝

法
令
集
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
国
側
は
驚
い
て
い
た
。
国
側

も
初
め
て
知
っ
た
。
裁
判
所
の
命
令
が
あ
れ
ば
拒
否
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
収
用
委
員
会
が
三
月
三
一
日
ま
で
に
結
論
を
出
す
か
ど

う
か
。
も
し
、
出
さ
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
こ
こ
が
「
改

正
」
特
措
法
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
し
結
論
を
出

さ
な
け
れ
ば
、
暫
定
使
用
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
二
回

目
の
「
改
正
」
で
す
。
地
方
分
権
一
括
法
案
の
な
か
に
特

措
法
の
「
改
正
」
が
潜
り
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
な
か
で
、
裁
決
が
で
き
な
け
れ
ば
、
総
理
大
臣
が
裁
決

を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
使
用
認
定
か
ら
、

代
理
署
名
、
公
告
縦
覧
、
使
用
裁
決
、
全
て
総
理
大
臣
の

手
で
で
き
る
。
は
た
し
て
、
こ
れ
が
民
主
主
義
か
。
裁
判

所
が
ど
う
判
断
す
る
か
。「
改
正
」
特
措
法
に
な
っ
て
、
公

開
審
理
が
始
ま
っ
て
も
裁
判
と
の
か
ら
み
が
大
き
く
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
公
開
審
理
に
つ
い
て
は
ま
だ
収
用
委
員
会
と
の
話
が
な

さ
れ
て
な
い
の
で
、
何
回
で
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
。
物

理
的
に
言
っ
た
ら
、
二
時
間
で
終
わ
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
公
開
審
理
に
参
加
さ
れ
た



2000年 10月 28日　　　　　　　　　　一坪反戦通信　No.116　　　　　　　【毎月1回　28日発行】 （6）

方
は
記
憶
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
冒
頭
、
那
覇
防
衛
施

設
局
の
申
請
理
由
説
明
と
い
う
の
が
入
る
。
二
時
間
く
ら

い
し
ゃ
べ
り
ま
す
。
そ
の
後
に
、
本
来
は
地
主
の
意
見
陳

述
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
那
覇
防
衛
施
設
局
が
申
請
理
由
を

し
ゃ
べ
る
が
、
す
ぐ
そ
の
後
に
地
主
の
意
見
を
言
い
な
さ

い
と
は
、
な
ら
な
い
。
申
請
理
由
を
持
ち
帰
っ
て
、
じ
っ

く
り
検
討
し
て
か
ら
意
見
を
言
う
。
問
題
は
、
申
請
理
由

の
あ
と
に
こ
ち
ら
側
が
何
を
出
す
か
で
す
。
我
々
と
し
て

は
、
基
地
内
立
ち
入
り
要
求
を
出
す
。
収
用
委
員
会
に
対

し
て
、
と
に
か
く
現
地
を
見
せ
て
く
れ
と
、
現
地
を
見
な

い
で
意
見
を
言
い
な
さ
い
と
言
う
の
は
難
し
い
と
持
っ
て

い
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
日
は
意
見
陳
述
は
な
い
は
ず
。
だ

か
ら
、二
回
目
の
期
日
に
、
現
地
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
。

基
地
内
立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
の
戦
術
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
戦
術
を
考

え
な
が
ら
や
り
ま
す
。

　
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
象
の
オ
リ
と
牧
港
補
給

基
地
で
す
が
、
な
ぜ
三
月
三
一
日
に
な
っ
た
の
か
を
説
明

し
て
お
き
ま
す
。
象
の
オ
リ
は
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
合
意
に
会

わ
せ
て
収
用
委
員
会
が
三
月
三
一
日
に
返
還
す
る
と
い
う

裁
決
を
し
た
。一
方
、牧
港
補
給
基
地
は
新
し
い
土
地
。浦

添
の
古
波
蔵
さ
ん
と
い
う
方
が
契
約
さ
れ
て
い
た
土
地
を

買
い
ま
し
た
。
契
約
さ
れ
た
土
地
は
民
法
で
、
二
○
年
間

は
借
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
波
蔵
さ
ん
の
土
地

は
、
前
の
地
主
が
二
○
年
前
に
契
約
し
て
い
た
土
地
だ
っ

た
。
そ
れ
が
三
月
三
一
日
で
き
れ
る
土
地
だ
っ
た
。
で
す

か
ら
、
こ
の
二
つ
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　
前
の
強
制
使
用
の
時
に
四
年
間
の
強
制
使
用
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
普
天
間
飛
行
場
と
那
覇
港
湾
施
設
で
す

が
、
来
年
か
ら
手
続
き
に
入
り
ま
す
。
五
年
間
の
伊
江
島

補
助
飛
行
場
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
、
嘉
手
納
弾
薬
庫

…
…
、
は
二
○
○
二
年
か
ら
強
制
使
用
手
続
き
に
入
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
収
用
委
員
会
が
バ
ラ
バ
ラ
な
強
制
使
用

裁
決
を
出
し
た
た
め
、
毎
年
強
制
使
用
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
結
果
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
収
用
委
員
会
が
出
し
た
裁
決
で
は
、
九
八
年
九
月
三
日

に
土
地
を
明
け
渡
し
な
さ
い
と
い
う
裁
決
で
し
た
。
そ
う

す
る
と
九
七
年
五
月
一
五
日
か
ら
九
八
年
九
月
二
日
ま
で

は
、ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、暫
定
使
用
で
す
。収

用
委
員
会
は
五
月
一
九
日
に
裁
決
を
し
ま
す
が
、
こ
の
日

が
明
け
渡
し
日
で
は
な
い
。
地
主

に
対
し
て
賃
貸
料（
＝
補
償
金
）を

払
っ
て
初
め
て
、
使
用
権
原
が
発

生
す
る
。
楚
辺
通
信
所
と
牧
港
補

給
基
地
が
三
月
三
一
日
に
期
限
が

切
れ
る
。
こ
こ
で
裁
決
し
て
も
間

に
合
わ
な
い
。
遅
く
と
も
二
月
に

は
裁
決
を
出
す
必
要
が
あ
る
。
三

○
日
に
補
償
金
を
支
払
っ
て
初
め

て
、
三
一
日
か
ら
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。で
す
か
ら
、前
の
時
も

五
月
一
九
日
に
裁
決
を
出
し
ま
し

た
が
、
九
月
三
日
か
ら
使
用
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
前
回
は
三
○

○
○
名
で
、
人
数
が
多
か
っ
た
か

ら
。
今
回
の
場
合
二
人
だ
け
で
す
か
ら
、
二
月
末
日
ま
で

に
収
用
委
員
会
が
裁
決
を
出
せ
ば
間
に
合
う
。
そ
う
す
る

と
、
公
開
審
理
は
、
十
二
月
、
一
月
と
二
回
く
ら
い
し
か

や
れ
な
い
。
地
主
と
収
用
委
員
会
と
の
話
し
合
い
が
今
月

開
か
れ
る
と
し
て
も
、
諸
手
続
で
、
一
二
月
に
開
か
れ
な

い
と
し
た
ら
、
一
月
、
二
月
に
一
回
ず
つ
公
開
審
理
を
す

る
。
収
用
委
員
会
の
会
議
が
三
月
に
は
い
る
と
す
る
と
、

四
月
に
裁
決
を
出
す
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
補
償
金

の
支
払
い
で
一
ヶ
月
お
く
と
、
五
月
の
明
け
渡
し
に
な

る
。な
ぜ
、そ
こ
ま
で
国
が
の
ん
び
り
し
て
い
る
の
か
。こ

れ
が
特
措
法
の
「
改
正
」
な
ん
で
す
。
期
限
ま
で
に
収
用

委
員
会
が
裁
決
を
出
し
切
ら
な
い
場
合
に
は
、
総
理
大
臣

が
代
わ
っ
て
裁
決
を
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
話
は
、
収
用
委
員
会
が
裁
決
を
下
す
場
合

の
闘
争
で
す
。
収
用
委
員
会
の
裁
決
に
は
三
つ
あ
る
。
認

容
の
裁
決
、
却
下
の
裁
決
、
補
償
金
の
み
の
裁
決
。
こ
れ

ま
で
の
裁
決
は
一
つ
で
し
た
。
つ
ま
り
五
年
と
か
十
年
と

か
。
九
八
年
の
裁
決
に
は
認
容
と
却
下
が
あ
り
ま
す
。
一

坪
の
土
地
、反
戦
地
主
の
土
地
。却
下
裁
決
に
対
し
て
は
、

国
側
が
い
わ
ゆ
る
行
政
不
服
審
査
法
で
建
設
大
臣
に
審
査

請
求
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
手
続
き
が
進
ん
で
い
る
最
中

で
す
。
全
て
水
も
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
に
国
側
の
た
め
に
法
律

が
あ
る
。
収
用
委
員
会
が
却
下
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
、

審
査
請
求
を
出
し
て
お
け
ば
そ
の
間
は
暫
定
使
用
し
て
い

い
と
い
う
の
が
、「
改
正
」
特
措
法
。

　
内
閣
総
理
大
臣
の
強
制
使
用
認
定
、
代
理
署
名
、
公
告

縦
覧
、裁
決
と
、総
理
大
臣
が
全
て
す
る
の
で
す
か
ら
、確

か
に
効
率
は
い
い
。
沖
縄
の
土
地
は
ど
こ
で
も
取
れ
る
。

そ
う
な
っ
た
と
き
に
肝
心
な
の
は
、
沖
縄
現
地
の
問
題
で

す
。
収
用
委
員
会
が
却
下
を
す
る
か
。
沖
縄
現
地
は
認
め

て
い
な
い
け
れ
ど
、
総
理
大
臣
は
強
制
使
用
す
る
。
そ
う

い
う
方
向
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

こ
の
闘
争
で
す
。
収
用
委
員
会
が
強
制
使
用
し
て
い
い
で

す
よ
と
裁
決
し
た
場
合
、
こ
れ
は
も
う
ど
う
に
も
な
ら
な

い
。
却
下
を
勝
ち
取
る
と
い
う
闘
争
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
　
沖
縄
の
二
紙
に
は
一
面
ト
ッ
プ
で
載
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
海
兵
隊
を
削
減
し
て

も
良
い
と
い
う
こ
と
を
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、
条
件
が

付
い
て
い
る
。
海
兵
隊
を
削
減
し
ま
す
が
周
辺
事
態
法
だ

け
で
は
ダ
メ
だ
と
。
憲
法
を
改
正
し
な
さ
い
と
。
集
団
自
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衛
権
を
日
米
で
合
意
し
ま
し
ょ
う
と
。
そ
の
条
件
で
沖
縄

の
海
兵
隊
を
削
減
し
て
も
い
い
と
言
っ
て
い
る
海
兵
隊
が

削
減
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
で
喜
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
日
米
に

よ
っ
て
憲
法
改
正
に
進
ん
で
い
く
。
憲
法
調
査
会
も
で
き

て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
言
え
ば
し
め
た
も
の
だ
。
集
団
自
衛

権
を
認
め
な
さ
い
、
そ
れ
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
海
兵

隊
の
削
減
を
し
て
も
い
い
と
。。そ
の
辺
も
注
意
深
く
見
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　「
改
正
」
特
措
法
で
問
題
に
な
る
の
が
緊
急
裁
決
で
す
。

い
ま
ま
で
、
反
戦
地
主
の
土
地
、
こ
れ
は
現
在
使
わ
れ
て

い
る
土
地
、
い
わ
ゆ
る
認
定
土
地
と
い
う
。
し
か
し
、「
改

正
」
し
た
特
措
法
の
中
に
、
特
定
土
地
の
強
制
使
用
と
い

う
の
が
出
て
く
る
。
特
定
土
地
も
強
制
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
。
つ
ま
り
、
総
理
大
臣
が
軍
事
基
地
と
し
て
ア

メ
リ
カ
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
、新
規
接
収
が
で
き
る
。

そ
こ
ら
辺
が
、
特
措
法
「
改
正
」
の
中
身
で
す
。
た
だ
し
、

六
ヶ
月
と
い
う
期
限
は
区
切
っ
て
あ
る
。
問
題
は
、
六
ヶ

月
と
い
う
期
限
は
切
っ
て
も
、
た
と
え
ば
立
川
闘
争
を
見

て
く
だ
さ
い
、
六
ヶ
月
、
六
ヶ
月
と
期
限
を
区
切
り
な
が

ら
四
回
ほ
ど
続
い
た
。
法
律
で
六
ヶ
月
だ
か
ら
、
六
ヶ
月

で
返
す
ん
だ
と
思
っ
た
ら
と
ん
で
も
な
い
、
何
回
も
緊
急

使
用
が
で
き
る
。
法
律
の
解
釈
は
非
常
に
難
し
く
て
、
専

従
で
や
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
。
特
定
土
地

と
は
、「
駐
留
軍
の
用
に
供
す
る
た
め
第
五
条
の
規
定
に
よ

る
認
定
が
あ
っ
た
土
地
等
の
う
ち
認
定
土
地
等
を
除
く
も

の
」
と
な
っ
て
い
る
。
認
定
土
地
と
は
、「
駐
留
軍
の
用
に

供
す
る
た
め
所
有
者
若
し
く
は
関
係
人
と
の
合
意
又
は
こ

の
法
律
の
規
定
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
等
で
引
き

続
き
駐
留
軍
の
用
に
供
す
る
た
め
そ
の
使
用
に
つ
い
て
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
が
あ
っ
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い

る
。
わ
か
り
に
く
い
で
す
が
、
つ
ま
り
、「
現
に
駐
留
軍
の

用
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
土
地
」
が
認
定
土
地
で
す
。

国際自然保護連合（ICNU）勧告（要旨）　2000.10.11　（出典：沖縄タイムス）
1　日本国政府に対しての要請
　（ａ） ジュゴン生息域や周辺で、軍事施設および軍事演習場の建設に関する自発的環境影響アセス

メントを可能な限り早くやり遂げること
　（ｂ） ジュゴン個体群のさらなる減少の阻止や回復に役立つ保全対策を可能な限り早急に実施する

こと
　（ｃ） やんばるの生物多様性と絶滅が危ぐされている種、ジュゴンの地域個体群を保全するための

計画を可能な限り早急に作り、これらの種と生息地の詳細な調査を行うこと
　（ｄ） やんばるの世界自然遺産候補地指名を考慮すること
2　米国政府に対しての要請
　 日本政府の依頼に従い、自発的環境影響アセスメントへ協力すること
3　日米両国政府に対しての要請
　（ａ） 自発的環境影響アセスメントの結果に基づき、ジュゴン個体群の存続を確実にするため役立

つ適切な対策を講じること
　（ｂ） １（ｃ）の調査を考慮に入れ、予定されている軍事施設および演習計画の環境への影響に関

するアセスメントを行い、それに基づいてノグチゲラやヤンバルクイナの存続を確実にする
ため役立つ適切な対策を講じること

特
定
土
地
と
は
、「
新
た
に
接
収
さ
れ
る
土

地
」
の
こ
と
。
隠
さ
れ
た
も
の
が
入
っ
て
き

た
。
沖
縄
が
復
帰
す
る
と
き
に
全
国
の
沖
縄

化
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ

し
く
ど
こ
で
も
接
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
内
閣
総
理
大
臣
が
強
制
使
用
裁
決
で
き
る

わ
け
で
す
が
、
そ
の
中
に
一
つ
だ
け
逃
げ
道

を
作
っ
て
あ
る
。
裁
決
す
る
と
き
に
、
防
衛
施

設
中
央
審
議
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
総
理
大
臣

が
審
議
会
を
作
っ
て
、
そ
こ
が
裁
決
結
構
で

す
よ
と
言
う
と
き
に
総
理
大
臣
が
認
可
を
す

る
。
第
三
者
機
関
も
認
め
た
と
い
う
逃
げ
道
。

　
土
地
収
用
法
の
「
改
正
」
の
中
で
、
一
坪
反

戦
地
主
の
土
地
は
収
用
し
、
反
戦
地
主
の
土

地
は
強
制
使
用
し
た
方
が
い
い
と
い
う
議
論

が
出
て
き
た
。
土
地
収
用
の
方
は
強
制
的
買

い
上
げ
。
一
坪
反
戦
地
主
つ
ぶ
し
だ
。
収
用
は

買
い
上
げ
て
し
ま
う
か
ら
、
一
坪
反
戦
地
主

が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
一
坪
反
戦
地
主

と
い
う
言
葉
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、「
公
共
の

た
め
に
共
有
運
動
を
し
て
い
る
土
地
は
強
制

収
用
し
な
さ
い
」
と
言
う
意
見
が
出
た
よ
う

だ
。
公
共
の
た
め
に
と
い
い
ま
す
が
、
沖
縄
の

土
地
は
「
高
度
の
公
共
性
」
と
い
い
ま
す
。
軍

事
基
地
は
普
通
の
公
共
よ
り
も
も
っ
と
上
ら

し
い
。
高
度
の
公
共
性
の
た
め
に
土
地
を
使

う
。
建
設
省
で
は
そ
の
よ
う
な
動
き
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
辺
も
今
後
注
目
し
て
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
点
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ま
と
め
は
編
集
部
）
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ち
ゅ
の
怒
り
と
と
も
に
！
三
多
摩
市
民
の
会
）、「
名
護
ヘ

リ
ポ
ー
ト
基
地
に
反
対
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
九
名

が
、
訪
問
団
に
加
わ
っ
た
。

　
首
相
官
邸
側
で
応
対
し
た
の
は
、
片
上
慶
一
官
房
長
官

秘
書
官
。
東
恩
名
さ
ん
は
、
日
本
政
府
が
責
任
を
も
っ
て

「
ジ
ュ
ゴ
ン
の
保
護
と
調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
求

し
、
浦
島
さ
ん
は
、
新
米
軍
基
地
の
建
設
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン

と
共
生
で
き
る
豊
か
な
自
然
・
生
活
環
境
を
破
壊
し
て
し

ま
う
と
、
穏
や
か
な
が
ら
凛
と
し
て
訴
え
た
。
ま
た
同
行

議
員
や
諸
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
口
々
に
、
沖
縄
の

人
び
と
の
声
を
、
政
府
が
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
た
。

　
片
上
秘
書
官
は
、
そ
れ
ら
の
訴
え
を
森
首
相
に
報
告
す

る
こ
と
と
、
な
ん
ら
か
の
回
答
を
寄
せ
る
こ
と
を
約
束
し

た
が
、「
と
り
あ
え
ず
聞
き
お
く
」
と
い
う
姿
勢
も
、
対
応

の
随
所
に
ち
ら
つ
い
た
。

　
官
邸
の
前
に
は
、応
援
に
駆
け
つ
け
た
人
た
ち
が
、「
ヘ

リ
基
地
建
設
反
対
」
の
横
断
幕
を
も
っ
て
待
機
し
、
官
邸

で
の
申
し
入
れ
の
最
中
も
、
日
本
山
妙
法
寺
の
一
行
の
太

鼓
の
音
が
、
絶
え
間
な
く
聞
こ
え
た
。
そ
の
後
、
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
で
報
告
集
会
が
開
か
れ
、
一
同
は
、
次
に

米
国
大
使
館
に
向
か
っ
た
。

　
米
国
大
使
館
で
は
、
門
前
で
警
備
員
に
署
名
簿
を
託
す

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
東
恩
名
さ
ん
も
浦
島
さ
ん
も
、
署
名

の
趣
旨
を
切
々
と
訴
え
、
用
意
し
て
き
た
ク
リ
ン
ト
ン
大

統
領
あ
て
の
文
書
「『
沖
縄
の
ジ
ュ
ゴ
ン
の
保
護
と
調
査

に
関
す
る
請
願
書
』の
提
出
に
つ
い
て
」を
読
み
上
げ
て
、

手
渡
し
た
。

　
こ
の
署
名
提
出
は
、
先
の
「
命
を
守
る
会
」
の
東
京
行

動
に
つ
づ
く
も
の
で
、
名
護
現
地
の
声
を
日
米
両
政
府
に

直
に
伝
え
る
重
要
な
行
動
と
な
っ
た
。（
井
上
澄
夫
）

　
　
　
　
九
月
二
八
、
二
九
日
　
東
京
行
動

　「
十
区
の
会
」

　
　
首
相
官
邸
と
米
国
大
使
館
に
署
名
を
提
出

　
二
八
日
　
集
会

　「
今
も
基
地
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
、
こ
れ
以
上
基
地

を
つ
く
る
の
は
や
め
て
！
」

　
普
天
間
の
移
設
先
に
さ
れ
た
名
護
か
ら
「
二
見
以
北

十
区
の
会
」
の
代
表
二
人
が
九
月
二
八
日
、
地
元
住
民

二
、
〇
〇
〇
人
の
反
対
署
名
を
持
っ
て
東
京
へ
や
っ
て

き
た
。
八
月
の
「
命
を
守
る
会
」
と
同
様
、
政
府
へ
じ
か

に
反
対
の
声
を
届
け
る
た
め
だ
。

　
当
日
は
那
覇
港
で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
、
台
湾
の

コ
ン
テ
ナ
船
が
座
礁
し
て
、
那
覇
空
港
か
ら
の
飛
行
機

が
大
幅
に
遅
れ
た
。
こ
の
た
め
、
代
表
が
現
地
か
ら
の
声

を
訴
え
る
集
会
に
は
二
人
と
も
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

十
区
の
会
か
ら
は
集
会
会
場
に
成
田
さ
ん(

海
と
風
の
宿
）

が
電
話
、
移
設
受
け
入
れ
表
明
を
し
た
岸
本
市
長
に
毎

日
面
会
を
求
め
て
い
る
経
過
を
報
告
し
た
。
こ
の
面
会

は
「
平
和
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
だ
そ
う
だ
。

　
集
会
で
は
七
月
の
嘉
手
納
包
囲
・
サ
ミ
ッ
ト
反
対
行

動
に
沖
縄
へ
行
っ
た
参
加
者
か
ら
「
現
地
報
告
」
や
、
九

月
二
三
日
の
沖
縄
県
庁
前
行
動
の
報
告
も
。
ま
た
ジ
ュ

ゴ
ン
保
護
運
動
や
米
軍
へ
の
「
思
い
や
り
予
算
」
反
対
訴

訟
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に

一
一
月
一
二
日
投
票
の
那
覇
市
長
選
支
援
の
呼
び
か
け

も
あ
り
、
最
後
に
翌
日
の
対
政
府
行
動
を
確
認
し
あ
っ

た
。
代
表
の
到
着
が
集
会
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
七
月
の
サ
ミ
ッ
ト
時
に
署
名
を
渡
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
く
や
し
さ
を
、
自
分
の
く
や
し
さ
の
よ
う
に
感
じ

て
参
加
し
た
人
々
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
会
場
カ
ン
パ
が

二
三
、
〇
〇
〇
円
も
集
ま
っ
た
。

　
名
護
か
ら
の
地
元
の
声
を
聞
き
、
ジ
ュ
ゴ
ン
保
護
の
た

め
に
も
し
も
政
府
が
移
設
を
断
念
し
た
ら
、
た
し
か
に
ア

ジ
ア
の
人
々
か
ら
日
本
は
評
価
さ
れ
る
！
　
十
区
の
会
の

今
回
の
行
動
で
、
は
た
し
て
政
府
に
移
設
反
対
の
声
が
届

く
だ
ろ
う
か
？
　
わ
れ
わ
れ
も
「
本
土
」
で
、
政
府
に
「
平

和
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
贈
る
行
動
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　（
吉
田
）

　
二
九
日
　
署
名
提
出
行
動

　「
ヘ
リ
基
地
い
ら
な
い
二
見
以
北
十
区
の
会
」
の
東
恩
納

琢
磨
さ
ん
（
代
表
代
行
）
と
事
務
局
の
浦
島
悦
子
さ
ん
が
、

九
月
二
九
日
、日
米
両
政
府
に「
沖
縄
の
ジ
ュ
ゴ
ン
の
保
護

と
調
査
に
関
す
る
請
願
書
」
を
提
出
し
た
。

　
こ
の
請
願
書（
要
旨
後
掲
）は
、沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に
、

新
た
な
米
軍
基
地
が
名
護
市
に
建
設
さ
れ
た
場
合
、
最
も

大
き
な
騒
音
被
害
を
受
け
る
二
見（
ふ
た
み
）以
北
十
区
を

中
心
に
集
め
ら
れ
た
。二
一
〇
九
名
の
署
名
簿
は
、七
月
二

二
日
、名
護
市
街
地
か
ら
、サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
部
瀬

名（
ぶ
せ
な
）ま
で
行
な
わ
れ
た
ピ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー
ク
の
際
、

提
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、果
た
せ
ず
、「
十
区
の
会
」

が
、
代
表
を
東
京
に
送
っ
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
日
の
午
後
、
二
人
は
、
ま
ず
首
相
官
邸
を
訪
問
し

た
。
同
行
議
員
は
、
東
門
美
津
子
議
員
（
衆
院
、
社
民
党
）

と
赤
嶺
政
賢
議
員
（
衆
院
、
共
産
党
）。
他
に
、
上
原
成
信
・

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
や
、
古
荘
斗
糸
子
さ
ん
（
う
ち
な
ん
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沖縄のジュゴンの保護と調査に関する請願書
　沖縄は日本国で唯一ジュゴンが生息する地域で、世界的に見てもジュゴンの生息の北限とされてい
ます。
　今や数少なくなった沖縄のジュゴンの最も中心的な生息海域に、日米両政府は、巨大軍事空港の建設
を強行しようとしています。もし基地が建設されるとジュゴンの生息環境が破壊され、ジュゴンの食草
である海草は激減し、ジュゴンは死滅してしまうでしょう。それは米国の種の保存法に触れることにな
り、地球環境保全への世界的な取組みの常識からも外れています。
　そこでジュゴンの生息する名護市東海岸をはじめとする沖縄の住民から、日米両政府に対し、以下の
4点について請願します。

1 沖縄のジュゴンを絶滅に追い込む軍事空港建設計画を中止する。
2 国際的保護動物であり日本国指定の天然記念物であるジュゴンの生態調査及び陸域も含めた環境調
査を１年以上通して行なう。

3 世界の模範となるジュゴンの保護政策に取り組む。
4 東洋のガラパゴスと言われる琉球列島の中でも、とりわけ貴重な沖縄島北部（ヤンバル）の陸域・
海域を含めた自然を世界遺産にする。

　　　森　喜朗　　内閣総理大臣　殿
　　　クリントン　米国大統領　　殿

9.25 強制使用認定は違法、反戦地主2人が提訴
県収用委員会裁決申請受理会議
空自戦闘機、那覇空港への緊急着陸

9.26 県収用委員会意見照会文送付
嘉手納町議会、地位協定見直しの意見書を採択

9.27 北谷町議会、防音工事対象拡大、地位協定見直しの意見書を採択
9.28 新嘉手納爆音訴訟、第1回口頭弁論

米原潜コロンブス、ホワイトビーチ入港。原潜の入港、今年10回目、復帰後163回目
9.29 ヘリ基地反対協、定例総会。施設協の解散要求

違法公金支出差し止め訴訟、ヤンバルを現場検証
10.3 代替施設協議会、第2回会合。政府、ジュゴンの予備調査へ

滑走路2000メートル以上想定 /県が代替施設協で見解
10.5 ジュゴン年内に調査 /施設局長が記者懇で表明
10.10 IUCN総会、ジュゴン保護を勧告、日米両政府は修正に参加するも採決を棄権（7頁に要旨）
10.11 25日まで公告縦覧 /楚辺通信所、牧港補給地区

名護市と辺野古など連絡会議発足、普天間移設で
10.12 超党派の米有力者、在沖海兵隊の削減、集団的自衛権不行使の放棄を提言

自衛隊機が異常停止で那覇空港滑走路閉鎖
10.15 環境法律家連盟、普天間代替で米政府提訴を検討
10.17 日本環境法律家連盟の弁護士ら、ジュゴン保護で日本政府提訴も検討
10.19 名護市議会、ジュゴン調査に対する意見書を可決
10.20 ワシントンで普天間実施委（FIG）、代替施設工法など協議

宮城浦添市長2期目出馬で、軍港移設容認撤回
10.21 県民総決起大会に2000人（10頁に決議）

基地・沖縄関連ニュースクリップ　2000年 9月 25日～
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県民総決起大会　基地建設反対決議（抄）（2000.10.21）
　県民を無視し続け、新たな基地建設を強行しようとする政府を私たちは許すことができな
い。知事や名護市長が政府に追随し、基地建設を受け入れることを認めることはできない。名
護に、沖縄に、日本に民主主義はあるのか。名護市長は市民の、知事は県民の意思を尊重す
るのが当然ではないか。
　1995年のこの日、私たち県民は何を誓ったのか。悲惨なあの事件、それは氷山の一角に過
ぎなかった。もう二度と繰り返させないと誓ったのではなかったか。私たちはもう一度原点
に戻り主張する。
　国際自然保護連合総会は、辺野古の海に生きるジュゴン保護の特別勧告をした。南北朝鮮
は、自主的・平和的統一に向け「対話」を始めた。在日・在沖米軍の駐留の意味がなくなり
はじめている。沖縄にあらたな基地はいらない。 　（出典：琉球新報）

あ
れ
か
ら
五
年
、
再
編
・
強
化
さ
れ
る
基
地

　
　
一
○
・
二
一
　
県
民
総
決
起
大
会
　
報
告

　　
沖
縄
が
日
米
両
政
府
に
異
議
を
申
し
立
て
た
九
五
年

の
秋
か
ら
五
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
今
年
の
一
○
・
二

一
集
会
は
、
両
政
府
の
差
し
出
し
た
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
が

基
地
の
整
理
・
縮
小
を
装
い
な
が
ら
統
合
・
強
化
を
押

し
進
め
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
心
に
刻
む
場
と

な
っ
た
。

　
県
民
会
議
主
催
に
よ
る
「
名
護
市
へ
の
あ
ら
た
な
基

地
建
設
に
反
対
す
る
総
決
起
大
会
」
は
二
千
名
（
主
催

者
発
表
）
の
参
加
者
に
よ
る
集
会
と
デ
モ
が
行
わ
れ

た
。
憲
法
九
条
の
碑
が
建
つ
会
場
の
与
儀
公
園
で
は
浦

添
市
職
、
宜
野
湾
市
職
や
平
和
市
民
連
絡
会
な
ど
の
幟

が
並
ぶ
な
か
、
伊
江
島
の
謝
花
さ
ん
、
本
島
行
脚
中
の

日
本
山
妙
法
寺
の
お
坊
さ
ん
の
姿
も
見
え
る
。
地
主
の

有
銘
さ
ん
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
思
案
し
て
い

る
。

　
海
勢
頭
あ
い
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
っ
た
一
時
間
半
の

集
会
は
な
ん
と
一
六
団
体
の
発
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
山
内
徳
信
さ
ん
は
「
私
た
ち
が

黙
っ
て
い
る
と
政
府
も
県
も
市
も
何
を
す
る
か
わ
か
ら

な
い
。
弱
者
が
最
後
ま
で
勝
ち
残
る
た
め
に
は
諦
め
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
呼
び
か
け
た
。
那
覇
市
長
選

に
立
候
補
し
て
い
る
堀
川
美
智
子
さ
ん
は
、「
軍
用
地

が
返
還
さ
れ
て
発
展
し
て
い
る
地
域
を
見
て
欲
し
い
。

平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
真
の
街
づ
く
り
が
で
き
る
。
平
和

行
政
の
た
め
に
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
動
し
た
い
」
と
連

帯
の
あ
い
さ
つ
。
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
い
た
。

各
政
党
か
ら
も
発
言
が
あ
り
、
沖
縄
に
基
地
は
い
ら
な

い
と
い
う
女
性
の
声
に
押
さ
れ
て
国
会
へ
出
た
東
門
美

津
子
さ
ん
が
、
東
京
か
ら
は
沖
縄
が
全
く
見
え
て
い
な

い
こ
と
が
基
地
の
強
化
に
通
じ
て
い
る
と
強
調
し
た
。

　
途
中
で
一
息
、
海
勢
頭
豊
さ
ん
の
「
ザ
ン
の
海
」
が

披
露
さ
れ
た
。
各
地
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
沖
縄
の
声
を
伝

え
て
い
く
た
め
に
作
っ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。

　
市
民
平
和
連
絡
会
の
新
崎
盛
暉
さ
ん
は
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合

意
の
ま
や
か
し
と
、
軍
民
共
用
空
港
の
三
沢
基
地
（
青

森
）
を
抱
え
る
三
沢
市
が
振
興
策
に
よ
っ
て
発
展
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
指
摘
し
、
私
た
ち
の
要
求
は

基
地
の
整
理
・
縮
小
・
撤
去
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。

ヘ
リ
基
地
反
対
協
の
安
次
富
浩
さ
ん
は
先
頃
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ

Ｎ
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
の
決
議
採
択
と
海
勢
頭
さ

ん
の
歌
が
運
動
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
と
お
礼
を
述

べ
て
、
新
た
に
出
発
し
た
反
対
協
は
こ
の
間
、
代
替
施

設
協
議
会
の
解
散
を
県
と
市
に
要
求
し
続
け
て
き
た
こ

と
を
報
告
し
、
市
民
投
票
か
ら
三
周
年
を
迎
え
る
一
二

月
二
一
日
に
は
、
皆
さ
ん
是
非
名
護
に
来
て
く
だ
さ
い

と
呼
び
か
け
た
。
集
会
後
、
ひ
め
ゆ
り
通
り
↓
国
際
通

り
↓
県
庁
ま
で
の
コ
ー
ス
で
デ
モ
を
行
っ
た
。

　
八
月
末
に
各
種
協
議
会
を
一
斉
に
立
ち
上
げ
た
日
本

政
府
は
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
で
沖
縄
を
黙
ら
せ
た
勢
い
で

年
内
に
も
建
設
の
目
途
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
一

方
、
基
地
使
用
期
限
一
五
年
問
題
の
矛
盾
を
つ
き
、

ジ
ュ
ゴ
ン
保
護
を
確
約
さ
せ
る
こ
と
で
建
設
断
念
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
粘
り
強
く
続
け
ら
れ
て
い

る
。
東
京
で
開
か
れ
る
代
替
施
設
協
議
会
に
対
し
て
私

た
ち
は
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
野
口
）
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一
九
九
七
年
一
〇
月（
名
護
市
民
投
票
の
二
ヵ
月

前
）
に
十
区
の
会
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
、
私
た
ち
は

毎
年
大
晦
日
の
夜
、
瀬
嵩
（
せ
だ
け
）
の
浜
に
集
い
、

去
り
ゆ
く
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、来
る
年
に
希
望
を

込
め
て
、初
日
の
出
を
迎
え
る
年
越
し
の
行
事
を
行

な
っ
て
き
た
。
昨
年
一
二
月
に
、
一
九
〇
〇
年
代
最

後
の
満
月
に
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
、歌
や
踊
り
を

通
し
て
心
を
ひ
と
つ
に
し
よ
う
と
行
な
わ
れ
た「
満

月
ま
つ
り
」
も
、
今
年
七
月
の
皆
既
月
食
の
夜
に
行

な
わ
れ
た
第
二
回
「
満
月
ま
つ
り
」（
こ
の
時
に
は
、

同
時
開
催
さ
れ
た
韓
国
・
梅
香
里
〔
メ
ヒ
ャ
ン
リ
〕

で
の
「
満
月
ま
つ
り
」
お
よ
び
国
際
連
帯
集
会
に
弾

圧
が
か
か
り
、住
民
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
六
人
が
不
当

逮
捕
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
）
も
、
同
じ
く
瀬

嵩
の
浜
が
舞
台
だ
っ
た
。

　
大
浦
湾
の
最
奥
に
位
置
し
、
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
と
新
た
な
基
地
建
設
の
予
定
海
域
を
望
む

瀬
嵩
の
浜
に
、
基
地
問
題
を
学
ぼ
う
と
、
内
外
か
ら

訪
れ
る
人
々
を
案
内
す
る
機
会
も
最
近
増
え
た
け
れ

ど
、
こ
こ
は
も
と
も
と
、
古
来
ム
ラ
人
た
ち
が
浜
下

（
う
）
り
を
し
、
海
の
幸
を
得
、
月
明
か
り
の
も
と

で
遊
び
、ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
に
向
か
っ
て
祈
っ
た
場
所

な
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
浜
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
、

小
高
い
瀬
嵩
ウ
タ
キ
（
御
嶽
）
の
森
が
あ
る
。

　
海
に
向
か
っ
て
突
き
出
た
瀬
嵩
ウ
タ
キ
を
は
さ
ん

で
、
浜
は
ア
ガ
リ
バ
マ
（
東
浜
）
と
メ
ー
バ
マ
（
前

浜
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
メ
ー
バ
マ
の
方
が
波
が
静

か
な
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
こ
で
泳
ぎ

を
覚
え
た
と
い
う
。
晴
れ
た
日
に
外
か
ら
来
る
人

は
、
海
の
美
し
さ
に
感
動
す
る
よ
う
だ
が
、
実
は
こ

の
海
も
す
で
に
赤
土
で
相
当
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

サ
ン
ゴ
は
死
滅
し
つ
つ
あ
り
、ジ
ュ
ゴ
ン
の
食
べ
る

海
草
の
上
に
も
赤
土
が
積
も
り
、
雨
の
日
、
海
は
赤

く
染
ま
る
。日
本
復
帰
以
降
の
道
路
や
土
地
改
良
な

ど
の
公
共
工
事
に
加
え
て
、現
在
進
行
中
の
ゴ
ル
フ

場
建
設
工
事
が
そ
の
原
因
だ
。
ウ
タ
キ
の
神
々
は
、

そ
れ
を
ど
う
眺
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
現
在
、
入
り
口
に
鳥
居
が
立
ち
「
瀬
嵩
お
宮
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
そ
こ
が
、「
お
宮
」
で
は
な
く
「
ウ

タ
キ
」
だ
と
教
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、
瀬
嵩
に
住
む

西
平
万
喜
（
に
し
ひ
ら
・
ま
ん
き
）
さ
ん
（
七
九
歳
）

だ
っ
た
。
若
い
頃
か
ら
ム
ラ
の
歴
史
に
関
心
の
深

か
っ
た
万
喜
さ
ん
の
古
い
ノ
ー
ト
に
は
、次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

　「
私
が
幼
少
の
頃
（
昭
和
八
〜
九
年
頃
）
は
『
お

宮
拝
み
』
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。『
お
嶽
（
ウ
タ
キ
）

拝
み
』
と
言
っ
て
い
た
。
旧
正
月
に
な
る
と
各
戸
で

豚
一
頭
を
、又
は
二
戸
で
一
頭
殺
し
て
正
月
用
の
ご

馳
走
を
作
っ
て
い
た
が
、そ
の
肉
の
う
ち
か
ら
最
上

級
の
肉
を
選
ん
で
、
ウ
タ
キ
ジ
シ
と
し
て
別
に
し

て
、元
旦
の
日
に
そ
の
肉
を
煮
て
各
家
庭
か
ら
三
片

ず
つ
供
出
し
て
い
た
。
シ
シ
と
は
肉
の
こ
と
で
あ

る
。昔
は
ウ
タ
キ
を
拝
し
て
か
ら
後
で
各
家
で
祝
っ

た
も
の
で
あ
る
」

　
ム
ラ
を
守
る
神
々
の
在
（
い
ま
）
す
山
と
し
て
、

ム
ラ
人
た
ち
の
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
ウ
タ
キ
が

「
お
宮
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
皇
民

化
運
動
の
盛
ん
だ
っ
た
頃
、「
紀
元
二
六
〇
〇
年
記

念
事
業
」と
し
て
ウ
タ
キ
が
増
改
築
さ
れ
た
時
か
ら

だ
と
万
喜
さ
ん
は
言
う
。鳥
居
が
建
て
ら
れ
た
の
も

そ
の
時
だ
。
こ
れ
は
瀬
嵩
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
各
地

の
ウ
タ
キ
や
拝
所
（
う
が
ん
じ
ょ
）
に
、
今
も
鳥
居

が
残
っ
て
い
る
の
は
、伝
統
的
な
沖
縄
の
ム
ラ
の
信

仰
を
天
皇
の
も
と
へ
吸
収
し
よ
う
と
し
た
そ
の
名
残

で
あ
る
。
万
喜
さ
ん
は
、「
お
宮
」
で
は
な
く
「
ウ

タ
キ
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。

　
万
喜
さ
ん
の
お
連
れ
合
い
の
ヨ
シ
さ
ん
（
七
七

歳
）
は
、
十
区
の
会
の
集
会
な
ど
に
時
々
顔
を
見
せ

て
下
さ
る
が
、
目
の
見
え
な
い
万
喜
さ
ん
は
、
も
っ

ぱ
ら
家
で
音
楽
や
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
過
ご
し
て
い
る

の
で
、
ユ
ン
タ
ク
（
お
し
ゃ
べ
り
）
し
に
行
く
と
、

　【
連
載
】　

や
ん
ば
る
便
り
　
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
島
悦
子
（
ヘ
リ
基
地
い
ら
な
い
二
見
以
北
十
区
の
会
）
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と
て
も
喜
ん
で
下
さ
る
。
ヨ
シ
さ
ん
が
「
目
は
見
え

な
い
け
ど
、
口
と
頭
は
達
者
よ
。
昔
の
こ
と
を
何
で

も
良
く
覚
え
て
い
て
感
心
す
る
く
ら
い
」と
言
う
よ

う
に
、
万
喜
さ
ん
が
話
し
始
め
る
と
、
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
瀬
嵩
の
歴
史
か
ら
、
目
が
不
自

由
で
な
か
っ
た
頃
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
、
区
長
を
勤
め
て

い
た
頃
の
話
…
…
。
小
柄
だ

け
れ
ど
、
若
い
頃
は
腕
っ
ぷ

し
も
強
く
、
足
も
速
か
っ
た

と
い
う
。

　
万
喜
さ
ん
の
話
で
私
が
い

ち
ば
ん
お
も
し
ろ
か
っ
た
の

は
、
瀬
嵩
ム
ラ
の
発
祥
に
ま

つ
わ
る
話
だ
。
語
り
継
が
れ

て
き
た
も
の
か
、
万
喜
さ
ん

の
推
察
な
の
か
わ
か
ら
な
い

が
（
両
者
の
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
）、
説

得
力
も
あ
り
、
シ
マ
の
原
初

の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
く
れ
る
。

　

　
現
在
の
瀬
嵩
部
落
は
ね
、
昔
は
海
だ
っ
た

ん
だ
。
今
の
小
学
校
の
後
ろ
の
森
の
裾
ま
で

波
が
打
ち
寄
せ
、
内
海
に
な
っ
て
い
た
。
そ

の
証
拠
に
、
背
後
の
森
の
前
の
畑
か
ら
は
今

も
、
少
し
掘
る
と
サ
ン
ゴ
砂
利
が
出
て
く
る

よ
。
ウ
タ
キ
の
森
は
、
今
の
よ
う
に
陸
続
き

で
は
な
く
、
離
れ
小
島
だ
っ
た
。
こ
の
小
島

が
あ
っ
た
お
陰
で
、
そ
の
回
り
に
だ
ん
だ
ん

土
砂
が
た
ま
り
、
内
海
が
陸
地
に
な
っ
て
草

木
が
繁
り
、
人
が
住
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
か
ら
、
ウ

タ
キ
の
森

は
、
瀬
嵩
の

産
み
の
親
な

ん
だ
。
ウ
タ

キ
と
し
て
今

も
あ
が
め
ら

れ
て
い
る
の

は
、
そ
う
い

う
わ
け
な
ん

だ
よ
。

　
瀬
嵩
の
ム

ラ
は
耕
地
面

積
が
少
な

く
、
ム
ラ
人

が
ム
ラ
の
外

に
糧（
か
て
）

を
求
め
て
出
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
貧
し

か
っ
た
の
で
、ウ
タ
キ
の
森
ま
で
開
墾
し
て
畑
に
し

た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
。「
と
こ
ろ
が
、
ム
ラ
の

若
者
が
次
々
に
死
ん
だ
り
、ム
ラ
が
荒
れ
て
し
ま
っ

た
ん
だ
。こ
れ
は
神
山
を
荒
ら
し
て
い
る
か
ら
だ
と

い
う
こ
と
で
、
畑
を
返
還
さ
せ
、
縄
を
張
っ
て
入
れ

な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
以
降
は
、
旧
の
元
旦
と
九

月
九
日
の
神
山
の
掃
除
の
時
以
外
は
入
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
に
な
っ
た
」

　
や
ん
ば
る
の
集
落
で
は
ヤ
マ
ジ
ミ
、ヤ
マ
ア
キ
の

神
（
か
み
）
行
事
の
あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ヤ
マ
ジ

ミ
（
山
閉
め
）
と
ヤ
マ
ア
キ
（
山
開
け
）
の
間
は
、

山
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。森

林
資
源
を
守
る
た
め
の
禁
伐
期
間
だ
と
考
え
る
と
、

昔
の
人
の
智
恵
の
深
さ
に
感
じ
入
る
。ウ
タ
キ
の
森

も
、
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
き
た
お
陰
で
、
豊
か

な
自
然
が
残
っ
て
き
た
の
だ
。

　
し
ば
ら
く
ご
ぶ
さ
た
し
て
い
た
万
喜
さ
ん
の
語
り

を
聞
き
た
く
な
っ
て
、
お
宅
を
訪
ね
た
。
い
つ
で
も

家
に
い
る
は
ず
の
万
喜
さ
ん
が
、何
度
声
を
か
け
て

も
出
て
く
る
気
配
が
な
い
の
で
、裏
に
回
っ
て
み
る

と
、
裏
の
畑
で
ヨ
シ
さ
ん
が
草
取
り
を
し
て
い
た
。

「
万
喜
さ
ん
は
お
休
み
か
し
ら
」
と
尋
ね
る
と
、「
持

病
が
出
て
入
院
し
て
い
る
の
よ
」
と
の
返
事
。
万
喜

さ
ん
を
気
づ
か
い
つ
つ
、ヨ
シ
さ
ん
と
し
ば
ら
く
ユ

ン
タ
ク
す
る
。
基
地
の
話
か
ら
、
沖
縄
戦
の
時
の
話

に
な
っ
た
。

ヨ
シ

　（
一
九
四
四
年
の
）
一
〇
・
一
〇
空
襲

の
時
は
、こ
こ
ら
も
み
ん
な
機
銃
掃
射
で

や
ら
れ
た
ん
だ
よ
。朝
早
く
蝶
々
の
よ
う

な
も
の
が
飛
ん
で
く
る
と
思
っ
た
ら
、飛

絵：比嘉明子
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行
機
の
編
隊
だ
っ
た
の
。

私

　
こ
の
へ
ん
も
み
ん
な
焼
け
た
の
？

ヨ
シ

　
昔
は
ほ
と
ん
ど
カ
ヤ
ブ
チ
ャ
ー
（
カ
ヤ

葺
き
屋
）
だ
か
ら
、
よ
く
燃
え
た
よ
。
金

持
ち
の
カ
ー
ラ
ヤ
ー
（
瓦
屋
）
だ
け
が
わ

ず
か
に
残
っ
た
。

　
忘
れ
も
し
な
い
（
一
九
四
五
年
の
）
三

月
二
三
日
、
辺
野
古
（
へ
の
こ
）
の
方
か

ら
米
軍
が
上
陸
し
て
ね
、
そ
れ
か
ら
三
ヵ

月
間
、
山
に
隠
れ
て
い
た
よ
。
私
は
ま
だ

二
二
〜
二
三
歳
で
ね
、
小
さ
な
子
ど
も
を

抱
え
て
…
…
。
男
は
年
寄
り
ま
で
防
衛
隊

に
取
ら
れ
て
い
た
か
ら
ね
ぇ
。
夜
に
な
る

と
山
を
下
り
て
イ
モ
を
掘
っ
た
り
。

私

　
こ
の
後
ろ
の
山
で
す
か
。

ヨ
シ

　
そ
う
。
初
め
は
部
落
に
近
い
と
こ
ろ
に

い
た
け
ど
、
そ
れ
か
ら
山
奥
へ
山
奥
へ
と

逃
げ
た
。
二
〜
三
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
、

ハ
シ
カ
で
ど
ん
ど
ん
亡
く
な
っ
て
い
っ
た

の
よ
。
後
は
食
べ
る
物
も
な
く
な
っ
て
、

草
や
木
の
葉
ま
で
食
べ
た
。
桑
の
葉
な
ん

か
、
み
ん
な
が
食
べ
る
の
で
、
木
は
み
ん

な
裸
だ
っ
た
。
調
味
料
も
な
い
か
ら
、
海

の
潮
水
を
汲
ん
で
き
て
、
そ
れ
で
味
つ
け

す
る
の
。

　
　
　
　
地
元
の
人
間
は
ま
だ
よ
か
っ
た
け
ど
、

中
南
部
か
ら
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
は
、

ほ
ん
と
う
に
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。
着
の

身
（
み
）
着
の
儘
（
ま
ま
）
で
、
こ
こ
に

来
る
ま
で
に
体
力
を
消
耗
し
き
っ
て
い
る

で
し
ょ
。
戦
後
す
ぐ
は
マ
ラ
リ
ヤ
も
は

や
っ
て
ね
、
一
人
残
ら
ず
感
染
し
た
ん
だ

け
ど
、
体
力
の
な
い
人
か
ら
死
ん
で
い
く

の
。
毎
日
一
〇
人
ぐ
ら
い
ず
つ
死
ん
で
、

犬
か
猫
み
た
い
に
地
面
に
た
だ
穴
を
掘
っ

て
埋
め
た
。

私

　
山
か
ら
は
ど
う
や
っ
て
下
り
て
き
た

の
？

ヨ
シ

　
ア
メ
リ
カ
ー
に
捕
ま
っ
た
ら
殺
さ
れ
る

と
か
、
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ
る
と
か
、

さ
ん
ざ
ん
聞
か
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
初
め

は
『
出
て
き
な
さ
い
』と
言
わ
れ
て
も
、
誰

も
出
て
い
か
な
か
っ
た
。
で
も
、
あ
る
お

ば
あ
さ
ん
が
米
軍
の
キ
ャ
ン
プ
に
連
れ
て

い
か
れ
て
、
カ
ン
ヅ
メ
と
か
食
料
を
た
く

さ
ん
持
た
さ
れ
て
返
さ
れ
た
と
い
う
の
が

伝
わ
っ
て
き
て
ね
、
そ
れ
で
一
人
、
ま
た

一
人
と
下
り
て
き
た
。

　
戦
後
す
ぐ
は
、
避
難
民
も
含
め
て
瀬
嵩

だ
け
で
何
千
人
も
の
人
が
い
て
、
一
時
は

瀬
嵩
市
に
な
っ
た
の
よ
。
一
軒
の
屋
敷
に

一
〇
軒
く
ら
い
の
カ
ヤ
ブ
チ
ャ
ー
を
建
て

て
ね
。
み
ん
な
焼
け
て
し
ま
っ
て
い
る
か

ら
、
山
か
ら
竹
を
切
っ
て
き
て
簡
単
な
小

さ
い
家
を
作
る
の
。
沖
縄
の
人
っ
て
頭
が

い
い
よ
ね
。
ア
メ
リ
カ
ー
に
も
ら
っ
た
カ

ン
ヅ
メ
の
空
き
缶
で
、
お
椀
や
鍋
を
作
っ

た
り
、
カ
ン
カ
ラ
三
線
も
作
っ
た
し
。

私

　
モ
ノ
が
な
い
と
ジ
ン
ブ
ン
（
智
恵
）
が

出
る
の
よ
ね
。
今
は
モ
ノ
が
あ
り
す
ぎ

て
、
み
ん
な
頭
を
使
わ
な
く
な
っ
て
い

る
。

ヨ
シ

　
こ
こ
に
は
那
覇
、
西
原
、
中
城
（
な
か

ぐ
す
く
）
な
ど
あ
ち
こ
ち
か
ら
来
た
人
た

ち
が
い
た
か
ら
、
少
し
落
ち
着
い
て
く
る

と
、
各
部
落
ご
と
に
村
芝
居
を
や
っ
た
り

し
て
ね
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
よ
。

　「
戦
争
は
も
う
絶
対
イ
ヤ
だ
」「
子
や
孫
た
ち
に

は
、
あ
ん
な
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
」
と
言
う
ヨ
シ

さ
ん
は
、
基
地
を
増
や
し
て
、
ま
た
戦
争
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
る
「
上
の
人
た
ち
」
に
腹
を
立
て
て
い

る
。「
な
ん
で
か
ね
ぇ
」
と
く
や
し
が
る
。

　
瀬
嵩
の
浜
に
は
今
日
も
、
太
古
の
昔
と
変
わ
ら

ず
、
波
が
打
ち
寄
せ
、
太
陽
が
東
の
海
を
黄
金
色
に

染
め
て
昇
っ
て
く
る
。
満
月
が
さ
ざ
な
み
を
銀
色
に

き
ら
め
か
せ
、
ウ
タ
キ
の
神
々
は
静
か
に
人
々
を
見

守
っ
て
い
る
。イ
ヤ
、人
間
に
愛
想
を
尽
か
し
て
、と

う
に
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
け

れ
ど
、
そ
う
信
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
戦
争
な
ど
と

い
う
愚
か
し
い
考
え
を
捨
て
、
人
と
人
、
人
と
自
然

と
が
調
和
し
あ
う
た
め
の
ほ
ん
と
う
の
ジ
ン
ブ
ン
を

取
り
戻
す
た
め
に
。
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【
新
刊
紹
介
】

　
伊
藤
嘉
昭
『
沖
縄
の
友
へ
の
直
言
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
読
ん
で

　
　
　
村
上
有
慶
（
沖
縄
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
伊
藤
嘉
昭
先
生
と
い
え
ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は

大
変
大
き
な
存
在
で
す
。ウ
リ
ミ
バ
エ
根
絶
の
話
は
、

復
帰
直
後
か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
し
、
そ
の
結
果
、

ゴ
ー
ヤ
を
は
じ
め
多
く
の
農
産
物
が
輸
出
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
沖
縄
に
と
っ
て
は
大
恩
人
と

い
っ
て
よ
い
人
で
し
ょ
う
。科
学
技
術
者
と
し
て
も
、

奇
想
天
外
と
い
っ
て
よ
い
不
妊
化
虫
の
放
し
と
い
う

方
法
が
面
白
く
も
あ
り
、
驚
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
偉
大
な
方
で
も
、
沖
縄
と
ぶ
つ
か
る
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
、
同
じ
よ
う
に
あ
る
の
だ
と
い

う
親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
。
私
自
身
、
東
京
で
生
ま

れ
育
ち
、
一
九
七
三
年
に
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
沖

縄
に
赴
任
し
、
二
八
年
こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
日

本
復
帰
の
矛
盾
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
な
か
で
、
中
部

の
中
の
町
な
ど
で
飲
ん
で
い
る
と
、「
大
和
人
焼
か
れ

て
帰
る
ぞ
」
と
コ
ッ
プ
が
飛
ん
で
き
た
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
若
か
っ
た
の
で
地
域
の
エ
イ
サ
ー

に
参
加
さ
せ
て
く
れ
と
申
し
出
る
と
、
大
和
人
な
ん

か
参
加
さ
せ
な
い
と
断
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
や
が

て
沖
縄
の
女
性
と
結
婚
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

お
互
い
の
両
親
親
戚
か
ら
は
猛
反
対
を
受
け
る
と
い

う
経
験
も
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
は
確
か
に
日
本
と
い
う
国
家
と
の
関
係
に
お

い
て
、
常
に
国
家
利
益
の
た
め
に
多
く
の
犠
牲
を
強

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
本
土
か
ら
来
る
大
和
人
が
、

常
に
沖
縄
の
支
配
者
と
し
て
や
っ
て
く
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
歴
史
的
矛
盾
の
溝

は
大
変
深
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
い

ま
だ
に
私
自
身
の
職
場
を
含
め
て
、
全
国
展
開
し
て

い
る
職
場
で
は
、
沖
縄
へ
や
っ
て
く
る
の
は
新
任
の

管
理
職
で
あ
り
、
数
年
も
す
る
と
本
土
へ
と
帰
っ
て

い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
経
済
的
に
も
、
サ
ミ
ッ
ト
な

ど
の
様
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
本
土
大
手

建
設
業
が
や
っ
て
き
て
、
優
れ
た
技
術
と
仕
事
ぶ
り

で
、多
く
の
経
済
的
収
益
を
吸
い
上
げ
て
行
き
ま
す
。

　
伊
藤
先
生
が
な
さ
っ
た
こ
と
の
偉
業
は
認
め
つ
つ

も
、
ス
タ
ン
ス
の
構
図
は
、
大
和
政
府
と
い
う
高
み

か
ら
の
物
言
い
に
地
元
で
は
見
え
る
で
し
ょ
う
。
当

然
、
国
家
が
生
み
出
し
た
矛
盾
の
責
任
は
、
本
土
か

ら
き
た
一
般
人
の
私
た
ち
に
は
そ
の
責
は
負
う
べ
く

も
な
い
わ
け
で
す
。
沖
縄
の
一
般
的
な
反
大
和
感
情

で
個
人
が
処
断
さ
れ
る
べ
き
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
本
土
の
ど
こ
だ
ろ
う
と
地
域
的
辺
境
や
日

本
部
落
的
封
建
制
は
あ
る
も
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。

沖
縄
も
同
様
で
あ
り
、
国
家
的
差
別
を
受
け
て
い
る

と
い
う
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
で
美
化
さ
れ
る
必
要
も

な
い
わ
け
で
す
。
大
和
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
謝
花

昇
や
伊
波
普
猷
な
ど
沖
縄
の
開
明
的
文
化
人
で
す
ら
、

沖
縄
大
衆
に
は
時
代
を
経
な
け
れ
ば
理
解
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。

　
い
わ
ゆ
る
南
方
的
な
「
け
じ
め
の
無
さ
」
を
仕
事

に
お
い
て
も
容
認
し
て
い
て
は
人
は
育
た
な
い
と
は

思
い
ま
す
し
、
沖
縄
自
身
の
自
立
に
も
つ
な
が
ら
な

い
と
は
思
い
ま
す
。
大
工
場
が
あ
っ
て
組
織
的
労
働

者
の
訓
練
が
で
き
て
い
な
い
し
、
鉄
軌
道
が
な
い
た

め
に
時
間
が
ル
ー
ズ
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
第
一

次
産
業
的
仕
事
ぶ
り
も
影
響
し
て
い
る
で
し
ょ
う
し
、

狭
い
地
域
社
会
の
中
で
ギ
ス
ギ
ス
と
し
た
競
争
社
会

で
勝
者
と
な
る
こ
と
よ
り
も
、
助
け
合
い
の
精
神
で

暮
ら
す
心
象
風
景
の
ほ
う
が
一
般
的
で
す
。

　
私
自
身
は
、
岩
崎
卓
爾
を
尊
敬
し
ま
す
。
彼
は
確

か
に
本
土
に
残
し
た
家
族
た
ち
を
幸
福
に
は
で
き
な

か
っ
た
。
復
帰
し
て
三
○
年
あ
ま
り
が
過
ぎ
よ
う
と

す
る
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
土
と
の
交
流
は
増
加
し
て

い
ま
す
し
、
都
会
生
活
に
疲
れ
、
美
し
い
離
島
で
人

知
れ
ず
生
き
て
行
こ
う
と
す
る
大
和
人
も
多
く
い
ま

す
。
私
は
、
そ
の
人
々
に
人
生
の
敗
北
者
と
言
う
烙

印
を
押
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伊
藤
先
生
の
言
葉

が
沖
縄
を
愛
す
れ
ば
こ
そ
の
直
言
だ
と
受
け
止
め
ま

し
た
。沖
縄
の
愛
し
方
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

高文研刊　本体1,200円
2000年 9月 20日発行
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■11月 1日（水）
　教えられなかった戦争　沖縄編上映会

18：00／神田パンセ／高岩仁（監督）／
連絡先：03-3264-3771（労働大学）

　団結まつり前夜祭企画 「国労冬物語」上映会
18：30／シニアワーク東京地下ホール

　平和講座　第4回　憲法調査会の今
 19：00／新小岩社会教育館／伊藤成彦（中央大
学教授）／ 連絡先：新小岩社会教育館（3696-
4551）

■11月 2日（木）
　女たちがつむぐ平和のネット

 18：30～ 21：00／牛込聖公会聖バルナバ教会
（神楽坂駅歩1分）／報告：鄭柚鎮（駐韓米軍犯
罪根絶運動本部）、又吉京子（カマドゥ小たちの
集い）／主催：NCC平和・核問題委員会　ほか

■11月 3日（金・休み）
　2000憲法を考える　厚木の爆音の下で考える

13：00／大和市林間学習センター／水島朝穂（早
稲田大学教授）／尾形斉（厚木爆同）／主催：か
ながわ憲法フォーラム／連絡先：045-231-2479

　団結まつり
10：00～ 15：00　東京・亀戸中央公園

■11月 5日（日）
　 みんなでつくろう！戦争と失業のない21世紀を

10：00／大阪市扇町公園／主催：同実行委（06-
6935-5696 FAX:6939-7405）

■11月 8日（水）
　平和講座　第5回　憲法をめぐる政治状況

19：00／伊藤成彦（中央大学教授）
■11月 9日（木）
　平和講座　第6回　国際情勢と戦争の可能性

19：00／浅井基文（明治学院大学教授）
　日本製鉄元徴用工裁判第166回口頭弁論

13：30／証人尋問／東京地裁710号法廷
　11・9日鉄裁判交流の夕べ
       18：30／千代田区立西神田コスモス館
■11月 10日（金）
 　「日の丸・君が代」なんて押しつけられてたまるか

18：3／神奈川県民センター／田中伸尚／主催：
「日の丸・君が代」の法制化と強制に反対する神
奈川の会　090-3909-9657

■ 11月 11日（土）
　今なぜ、「教育改革」、「日の丸・君が代」なのか？

14：00／一橋大学東1号館1318教室／渡辺治
（一橋大学教員）／連絡先：042-574-4647

　南京プレ集会
18：30／ エル・おおさか／ビデオ『検証・南京
大虐殺』／報告：「性暴力」＝南京、上海を訪ね
て／主催：大阪実行委員会（06-6366-8115）

■11月 12日（日）
　教えられなかった戦争　沖縄編上映会

13：30／ 名古屋学生青年センター／高岩仁／連
絡先：0561-53-8937（なごや自由学校）

　連続講座～主権・人権・戦争放棄から問いなおす憲
法　 第 3回「戦争放棄と憲法」
14：00／立川中央公民館／浦田一郎（一橋大学教
授）／ 主催：市民のひろば・憲法の会／042-523-
1010（いとう）、042-524-9863（加藤）

■11月 15日（水）
　盗聴法の廃止を求める市民と国会議員の集い

18：30／星陵会館／主催：盗聴法の廃止を求める
署名実行委／連絡先：日消連（03-3711-7766）

■11月 16日（木）
　平和講座　第7回　国際関係と憲法9条

19：00／講師：浅井基文（明治学院大学教授）
　731・南京・無差別爆撃控訴審第4回

 11：00～　東京地裁817号法廷
■11月 18日（土）
　 「憲法９条の会・関西」総会＆講演会

 13：30／大阪市立難波市民学習センター／『い
ま、憲法調査会では…』高田健（憲法調査会市民
監視センター）／主催：憲法9条の会・関西

■11月 23日（木・休み）
  平和講座　第8回　習志野自衛隊駐屯地を見る

現地集合／東海林次男（歴教協）
■11月 24日（金）
 反天皇制連続学習会　「天皇制の戦争責任を考える」

18：30／国分寺勤労福祉会館／松井やより／主
催：日の丸・君が代いりません！実行委／連絡
先：042-525-9036（テント村）ほか

■11月 30日（木）
 　平和講座　第9回　ビデオと話し合い
       19：00／新小岩社会教育館（3696-4551）

集会案内　2000年11月
http://www.jca.apc.org/HHK/Meetings/Meetings_Oki.html
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2001年カレンダー　  命こそ宝
沖縄・伊江島　阿波根昌鴻から21世紀へ

　命を育む土地を尊んだ伊江島の人々の、平和の発信を続ける阿波根昌鴻さんの言葉をカレンダーにしました！
　壮絶な沖縄戦を経て、アジア太平洋戦争が終結し、島が復興の歩みを始めたとき、米軍が「銃剣とブルドー
ザー」で人々の土地を奪いました。
　このカレンダーは米軍に奪われた土地を取り戻すために、非暴力を貫いて、たたかった農民たちの貴重な記
録（モノクロの写真）と、その運動の中心であり、「反戦地主の父」といわれ、もうすぐ100歳を迎える阿波根
昌鴻さんの言葉を各月に配しました。日にちの横に美しい伊江島の花や海の写真と、阿波根さんの言葉とモノ
クロ写真の説明があります。
　アメリカの占領下、沖縄の農民たちが知恵を絞ってたたかった歴史と平和への思いを日々の暮らしに添えて
みませんか。周りの方にも、ぜひこのカレンダーをご紹介ください。
【定価】 1500円
【仕様】 カラー印刷、サイズB4（257mmX364mm）使用サイズB3（364mmX513mm）、中綴じ、28頁
【協力・写真提供】  阿波根昌鴻

【発行】映像文化協会（045-981-0834）

 

会
員
と
読
者
の
皆
さ
ま
へ

　
　
　
那
覇
市
長
選
挙
へ
の
支
援
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　　
来
た
る
十
一
月
十
二
日
に
、
沖
縄
・
那
覇
市
の
市
長
選
挙
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
革
新
候
補
は
現
那
覇
市

長
・
親
泊
康
晴
氏
の
推
薦
に
よ
り
、
社
大
・
社
民
・
共
産
・
民
主
・
自
由
連
合
の
支
持
を
受
け
た
前
那
覇
市
福

祉
部
長
の
掘
川
美
智
子
氏
で
す
。
ま
た
対
立
侯
補
は
、
県
議
で
自
民
党
幹
事
長
で
あ
っ
た
翁
長
雅
志
氏
で
、
自

民
・
公
明
の
推
薦
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
堀
川
氏
は
「
憲
法
を
生
か
し
た
平
和
で
安
全
な
街
づ
く
り
。
那
覇
軍
港
の
早
期
返
還
、
那
覇
空
港
の
民
間
専

用
化
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
」
な
ど
を
打
ち
出
し
、
那
覇
軍
港
内
の
市
有
地
に
つ
い
て
は
「（
軍
用

地
契
約
を
拒
否
し
て
い
る
）
親
泊
行
政
の
考
え
を
継
承
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
翁
長
氏
は
今
春
に
県
議
会
で
強
行
採
決
さ
れ
た
「
一
坪
反
戦
地
主
排
除
決
議
」
に
か
か
わ
っ
た
中
心

人
物
で
、こ
の
よ
う
な
人
物
に
よ
る
市
政
と
な
れ
ば
反
戦
・
反
基
地
、平
和
運
動
に
圧
力
を
加
え
て
く
る
で
し
ょ

う
。

　
自
民
党
の
支
配
下
に
あ
る
県
知
事
に
加
え
て
、
県
都
・
那
覇
の
市
長
ま
で
が
政
府
・
与
党
に
迎
合
す
る
よ
う

に
な
っ
て
は
、
米
軍
基
地
の
縮
小
・
撤
去
を
求
め
て
こ
れ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
市
民
の
活
動
が
、
今
後
は
大

き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は
、
単
に
那
覇
市
政
が
変
わ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

本
格
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
普
天
間
飛
行
場
の
北
部
移
設
、
那
覇
軍
港
の
浦
添
移
転
な
ど
の
米
軍
基
地
強
化
に

直
結
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
政
府
与
党
は
、
県
知
事
選
挙
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
莫
大
な
金
と
人
を
つ
ぎ
込
ん
で
那
覇
市
政
の
奪
還
を

狙
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
対
抗
し
て
那
覇
の
革
新
市
政
を
守
り
抜
こ
う
と
す
る
、
市
民
各
層
の
動
き
も

胎
動
し
は
じ
め
て
は
い
ま
す
が
、
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
す
。
政
府
・
与
党
と
金
で
競
争
し
て
勝
て
る
選
挙
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
で
は
圧
倒
的
に
負
け
る
で
し
ょ
う
。
市
民
派
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ハ
ー
ト
に
訴
え
る
こ

と
で
票
を
掘
り
起
こ
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
最
低
限
の
ポ
ス
タ
ー
代
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
代
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　
会
員
と
読
者
の
み
な
さ
ま
が
、
一
、
○
○
○
円
づ
つ
で
も
拠
出
し
て
、
那
覇
市
政
を
反
戦
運
動
の
拠
点
と
し

て
守
り
抜
く
こ
と
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
　
　
　
二
○
○
○
年
一
○
月    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
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